
3 年ぶりの開催『第 37 回町民運動会』
10 月 8日（日）、阿見中学校・朝日中学校・竹来

中学校を会場に、清々しい秋空の下で町民運動
会が開催されました。健康増進と住民相互の
交流を図る町民運動会では、さまざまな競技で
熱戦が繰り広げられ、参加された選手や応援に
来場された観客の皆さんの顔には、笑顔とお互
いを思いやる気持ちがあふれていました。

平成29 年
10月27 日発行
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主な内容
まちの家計簿／平成 28 年度歳入歳出決算…

世 界 湖 沼 会 議 開 催 に つ い て ………

障害者週間と障害者理解について………

平成 30 年度保育施設の入所案内………

『子宮けいがん検診』『乳がん検診』『骨粗しょう症検診』集団検診…
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人と自然が織りなす，輝くまち

阿見中学校区

朝日中学校区

竹来中学校区

第37回町民運動会の結果
■阿見中地区　優勝：中央東　準優勝：富士団地　第3位：三区上
■朝日中地区　優勝：本郷　準優勝：二区南　第3位：住吉
■竹来中地区　優勝：飯倉・飯倉二区　準優勝：君島　第3位：島津

♪ランチタイムコンサート♪
阿見中学校吹奏楽部 朝日中学校吹奏楽部 竹来中学校吹奏楽部
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まちのかけいぼ
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地方消費税交付金 4.4％

町税
44.8％自主財源

60.2％

固定資産税
46.1％

その他  6.7％
都市計画税
   　   5.7％

その他の自主財源　15.4％

県支出金　5.7％

町債　11.2％

国庫支出金 11.8％

その他の依存財源　2.3％

町民税
41.5％

依存財源
39.8％

地方交付税　4.4％

一般会計歳入総額169億 6946万 9千円
歳入総額	 169 億 6946 万 9千円	（100.0％）

自主財源	 102 億 2054 万 5千円	（60.2％）

町税	 75 億 9804 万 5千円	（44.8％）

その他の自主財源	26 億 2250 万 円	　（15.4％）

繰越金	 8 億 5528 万 6千円	 （5.0％）

繰入金	 6 億 9836 万 7千円	 （4.1％）

諸収入	 5 億 9131 万 3千円	 （3.5％）

使用料・手数料	 2 億 4046 万 4千円	 （1.4％）

その他	 2 億 3707 万 円	 （1.4％）

依存財源	 67 億 4892 万 4千円	（39.8％）

国庫支出金	 20 億 432 万 2千円	（11.8％）

町債	 19 億 750 万 円	（11.2％）

県支出金	 9 億 6635 万 8千円	 （5.7％）

地方交付税	 7 億 5333 万 1千円	 （4.4％）

地方消費税交付金	 7 億 4215 万 5千円	 （4.4％）

その他の依存財源	 3 億 7525 万 8千円	 （2.3％）

地方譲与税	 1 億 8278 万 9千円	 （1.1％）

地方特例交付金	 3229 万 2千円	 （0.2％）

その他	 1 億 6017 万 7千円	 （1.0％）

↓
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平成 28年度一般会計の決算額は、歳入総額 169 億 6946 万 9千円、歳出総額 160 億 2822 万 7千円となり、
前年度と比較し、歳入については、10 億 9982 万 1 千円（6.9％）の増、歳出については、10 億 1386

万 5千円（6.8％）の増となりました。
その結果、歳入歳出差引額（形式収支）は、9億 4124 万 2 千円で、翌年度へ繰り越すべき財源として 2億
1178 万 2 千円を充てると、実質収支額は、7億 2946 万円となり、前年度と比較し、4781 万 6 千円（7.0％）
の増となりました。

各会計を通じた決算総額は、歳入 296 億 2730 万 3 千円、歳出 280 億 35 万 2千円で、歳入歳出差引額（形
式収支）は、平成 27年度の 15 億 3413 万 5千円に比べ、6.1％増の 16 億 2695 万 1千円となっています。

民生費
31.0％
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12.6％
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9.9％

公債費
8.6％
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8.6％

扶助費
17.4％

普通建設事業費 19.8％

物件費
16.2％

繰出金
12.2％ 義務的
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投資的
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19.8％

その他
40.1％

消防費　4.0％

衛生費
7.0％

農林水産業費　1.5％ 議会費　0.9％
商工費　3.1％ 諸支出金　0.3％

補助費等
10.4％

その他　1.3％

一般会計歳出総額160億 2822万 7千円
歳出総額	 160 億 2822 万 7千円	（100.0％）

民生費	 49 億 7757 万 円	（31.0％）

教育費	 33 億 8349 万 9千円	（21.1％）

土木費	 20 億 1370 万 5千円	（12.6％）

総務費	 15 億 8321 万 3千円	 （9.9％）

公債費	 13 億 7952 万 4千円	 （8.6％）

衛生費	 11 億 1649 万 1千円	 （7.0％）

消防費	 6 億 4719 万 1千円	 （4.0％）

商工費	 4 億 9356 万 2千円	 （3.1％）

農林水産業費	 2 億 4316 万 9千円	 （1.5％）

議会費	 1 億 4370 万 6千円	 （0.9％）

諸支出金	 4659 万 7千円	 （0.3％）
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●総務費	 ▼役場庁舎給排水整備改修事業▼道の駅整備

のための不動産鑑定等の調査を実施▼町空家等対策

計画の策定

●民生費	 ▼医療費の一部を助成▼待機児童解消のため

地域型保育事業を実施▼放課後児童クラブの開設時

間の延長および土曜開設の拡大

●衛生費	 ▼感染症予防のため予防接種費用の一部を助

成▼住宅用ＬＥＤ照明設置費の一部を補助▼パトロー

ル、禁止看板の作成・配布等による不法投棄対策を実施

●農林水産業費	 ▼農業生産基盤や農村環境を守る取組

みを支援▼新規就農を目指す青年等の農業経営を支援

●商工費	 ▼町内事業所従業員の定住促進を図るための

奨励金の支給▼町観光振興基本計画の策定

●土木費	 ▼道路の新設改良、排水整備、危険箇所の改

良等を実施▼阿見吉原土地区画整理事業

●消防費	 ▼全国消防操法大会事業

●教育費	 ▼新設小学校の建設に着工▼町民体育館の耐

震補強等工事を実施▼本郷小学校のトイレ、エアコ

ン等の設備改修工事を実施

平成28年度の主な事業

人口一人当たりの歳入と歳出
平成 28年度総人口 47,419 人（平成 29 年 4月 1日現在・常住人口調査）

過去5年間の推移
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歳出総額	 33 万 8013 円	（100.0％）
民生費	 10 万 4970 円	（31.0％）
教育費	 7 万 1353 円	（21.1％）
土木費	 4 万 2466 円	（12.6％）
総務費	 3 万 3388 円	 （9.9％）
公債費	 2 万 9092 円	 （8.6％）
衛生費	 2 万 3545 円	 （7.0％）
消防費	 1 万 3648 円	 （4.0％）
商工費	 1 万 409 円	 （3.1％）
農林水産業費	 5128 円	 （1.5％）
議会費	 3031 円	 （0.9％）
諸支出金	 983 円	 （0.3％）

歳入総額	 35 万 7862 円	（100.0％）

自主財源	 21 万 5537 円	（60.2％）

町税	 16 万 232 円	（44.8％）

その他の自主財源	 5 万 5305 円	（15.4％）

依存財源	 14 万 2325 円	（39.8％）

国庫支出金	 4 万 2268 円	（11.8％）

町債	 4 万 226 円	（11.2％）

県支出金	 2 万 379 円	 （5.7％）

地方交付税	 1 万 5887 円	 （4.4％）

地方消費税交付金	 1 万 5651 円	 （4.4％）

その他の依存財源	 7914 円	 （2.3％）

町民の視点にたったまちづくり
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収益的収入および支出
収入　12億 1492 万 4千円
支出　 9億 9097 万 8千円

資本的収入および支出
収入　 3億 1442 万 8千円
支出　 6億 7887 万 7千円

※資本的収入および支出における収入の不足額
は過年度損益勘定留保資金等で補填しました

※消費税・地方消費税を含む

公営企業会計決算
（水道事業会計）

平成28年度決算を家庭の家計簿に例えると…
● 一 般 会 計 決 算 を
1/2000 に縮小し、家庭
の家計簿のようにまとめ
てみました（右図参照）

※収入 848 万円－支出
801万円＝47万円は次年
度へ繰り越します
※預金残高（一般会計基
金）258 万円・ローン残高	
（町債）688万円

収入のうち給料・パート収入・預金引出が自主財源、ローン借入・親からの仕送りが依存財源で、自主財源の割
合が高いほどやりくりがしやすいと言えます。町では約 60％が自主財源、約 40％が依存財源となっています。
給料・パート収入・親からの仕送りをあわせると 718 万円の収入になるのに対し、支出は生活費 334 万円、

家の増改築や車の購入代158万円、増加傾向にある医療費・学費などの支払い139万円、ローンの返済69万円
や子どもへの仕送り98万円で 798万円がかかります。家の増改築や車の購入代をローン借入と預金引き出し
で賄いました。
車や住宅の購入（町では公園や道路の建設など）のように大きな出費で長期間使用するものなどは、今の	

使用者だけでなく後世代の使用者にも平等に費用を負担してもらうため、借入して今後の給料で返済した方が
適当な場合もあります。もちろん、将来の負担を明らかにして事業を行い、子どもたちに大きな負担を残さな
いよう生活設計していくことが大切です。
限られた収入を大切にし、サービスを充実させるため、今後も計画的にやりくりを進めていきます。

パート収入（使用料
・諸収入・繰越金など）
 96万円 11.3％

ローン借入（町債）
95万円 11.2％

親からの仕送り（国・県
支出金、地方交付税）
242万円　28.6％

給料（町税）
380万円　44.8％

預金引出
（基金繰入）
35万円　4.1％

▼阿見家の収入 848 万円

家の増改築・車購入
（普通建設事業費）
158万円　19.7％

預金（積立金・貸付金など）
3万円　0.4％

子どもへの仕
送り（繰出金）
98万円　12.2％

食費・光熱水費など
の生活費（人件費・
物件費・補助費など）
334万円　41.7％

家・車のローン
返済（公債費）
69万円　8.6％

医療費・学費
など（扶助費）
139万円  17.4％

▼阿見家の支出 801 万円

町債・基金の現在高

町債の現在高
区分 28年度末現在高（※）

一般会計 137億 5156 万 9千円

特別会計 76億 1059 万 2千円

公共下水道事業 65億 2286 万 5千円

農業集落排水事業 10億 8772 万 7千円

公営企業会計（水道事業） 13億 6488 万 4千円

基金の現在高
基金等の名称 28年度末現在高（※）

財政調整基金 27億 1650 万 円
減債基金 3億 7310 万 円
その他の基金 20億 7284 万 4千円
国民健康保険支払準備基金 2億 8000 万 円
公共下水道整備基金 10万 円
介護給付費準備基金 1億 5636 万 8千円
農業集落排水事業債減債基金 8116 万 3千円
土地開発基金（現金） 360万 円

●国民健康保険特別会計
歳入　63億 8985 万 2千円
歳出　58億 5252 万 6千円

●公共下水道事業特別会計
歳入　22億 2817 万 4千円
歳出　22億 246 万 3千円

●土地区画整理事業特別会計
歳入　 2169 万 7千円
歳出　 55万 9千円

●農業集落排水事業特別会計
歳入　 1億 3964 万 円
歳出　 1億 3817 万 3千円

●介護保険特別会計
歳入　30億 7543 万 7千円
歳出　29億 7671 万 2千円

●後期高齢者医療特別会計
歳入　 8億 303 万 円
歳出　 8億 169 万 2千円

特別会計決算

※ 28年度末とは、平成 29年 3月 31日現在です

町民の視点にたったまちづくり



問い合わせ
財政課財政係☎888ー1111（222）　▼ Eメール：zaiseika-ofc@town.ami.lg.jp

町財政の現状
町監査委員による決算審査意見書から

健全化判断比率・資金不足比率および財政構造の状況

健全化判断比率

実質赤字比率ー
【早期健全化基準 13.45％】

福祉・教育・まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の	
赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの

連結実質赤字比率ー
【早期健全化基準 18.45％】

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体とし
ての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体としての財政
運営の悪化の度合いを示すもの

実質公債費比率 4.7％（前年度 5.0％）
【早期健全化基準 25.0％】

借入金（地方債）の返済額およびこれに準じる額の大きさを
指標化し、資金繰りの程度を示すもの

将来負担比率ー
【早期健全化基準 350.0％】

地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っ
ていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将
来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの

資金不足比率

公共下水道事業特別会計ー
農業集落排水事業特別会計ー
土地区画整理事業特別会計ー
水道事業会計ー

【経営健全化基準 20.0％】

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入
の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示す
もの

※実質赤字比率・連結実質赤字比率・将来負担比率・資金不足比率は、比率が生じていないため「ー」を記載しています
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■決算の総括
平成 28年度における各会計歳入総額は 296 億 2730

万 3 千円、歳出総額は 280 億 35 万 2 千円であり、歳
入歳出差引額は翌年度繰越額を除き、実質収支額 14億
103万8千円の黒字となりました。単年度実質収支額（当
年度実質収支額－前年度実質収支額）においても 6854
万 9 千円の黒字となっています。基金残高は 56 億
8367 万 5千円と前年度比 5億 8744 万 6千円の減少と
なり、公債残高は 227億 2704 万 5千円（水道事業を含
む）と前年度比 4億 7164 万 7千円の増加となり、ここ
数年基金残高の減少、公債残高の増加という傾向が続い
ています。
当年度、町民税のうち法人町民税は一部大規模法人の

好決算による増収があったものの、全般的に業績低迷等
の影響が大きく、前年度比減収となりましたが、個人町
民税は前年に引き続き順調に推移したため、町民税全体
としては前年度比増収を確保することができました。町
税全体としては町内法人の償却資産等の増加に伴う固定
資産税の増加等により町税合計額は 75 億 9804 万 5 千
円と前年度比 1億 4289 万 2千円の増加となりました。
地方公共団体の財政の健全化に関する法律による各指数

を分析すると、まず、実質赤字比率および連結実質赤字比
率については赤字額が生じていないため、その場合には比
率がないものとされています。今後も比率が生じないよう、
適正規模の実質収支の確保等に努める必要があります。
実質公債費比率については、前年度より 0.3 改善してい

ます。しかし、単年度では、公債元利償還金の増加によっ
て比率は上昇していることから、今後も公債費が歳出全体
に与える影響を十分考慮しながら、公債発行の平準化を図
り、計画的に公債を活用していく必要があります。
将来負担比率については、財政調整基金等の充当可能

財源が、公債残高、退職手当負担見込額といった将来に
わたる義務的経費の合計を上回っていることから、将来
負担額がマイナスとなり、比率は生じていません。今後
も現在の負担と将来の負担のバランスのとれた運営に努
める必要があります。
資金不足比率については，対象となる公共下水道事業

特別会計、農業集落排水事業特別会計、土地区画整理事
業特別会計および水道事業会計の各会計とも資金不足が

ないため、比率は生じていません。今後も比率が生じな
いよう、効率的な運営に努める必要があります。
財政力指数については、単年度では、前年度の 0.904

から 0.908 に上昇し、３か年平均においても 0.903 に上
昇しています。財政力指数が上昇した主な要因は、交付
税算定の基礎となる包括算定経費等単位費用の減額によ
って基準財政需要額が減少したためであります。
経常収支比率については、歳出面で扶助費、公債費が

増加する一方、人件費、物件費、維持補修費が減少した
こと等により、前年度より 0.4 改善しています。
以上、実質公債費比率、経常収支比率ともに改善し

ているものの、将来負担比率等に影響のある公債現在
高が増加しているとともに、依然として高い水準にあ
る経常収支比率は、扶助費の増加や、集中的に実施し
ている普通建設事業に伴う公債費の増加によって再び
上昇するおそれがあり、財政の硬直化が懸念されると
ころであります。
国内経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種

政策の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待
されていますが、海外経済の不確実性や金融資本市場の
変動の影響に留意する必要があり、引き続き国の財政政
策および経済動向に細心の注意を払う必要があります。
今後の財政運営においては、個人消費や設備投資の持

ち直しによって、町税収入の緩やかな回復が見られると
ころではありますが、将来を見据えた健全な財政運営を
推進するためにも、引き続き積極的な財源の確保に留意
する必要があります。
歳出においては、社会保障関係経費の増加に加え、公

共施設等の老朽化に伴う更新や維持・保全の経費の増加が
見込まれ、また小学校、道の駅の新設等、今後も厳しい
財政環境が予想されます。
こうした状況を踏まえ、将来世代に過度の負担を残さ

ず、町民の信頼に応え、真に必要なサービスを安定的に
提供していくためには、職員一人ひとりが本町の厳しい
財政状況をあらためて認識するとともに、業務のさらな
る効率化を進め、選択と集中により、限られた経営資源
で最大の事業効果を発揮するよう、より一層創意工夫を
凝らし、将来にわたる持続可能な財政構造の確立に向け、
全庁を挙げた積極的な取り組みが必要と思われます。
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阿見町の
地域貢献・社会貢献活動団体

町民活動センター　☎888ー2051　／　町民活動推進課　☎888ー1111（272）

町民活動センター
（マイアミ・ショッピングセンター内）

『町民活動センター』は、市民活動団体の活動を支援するとともに、市民活動『町民活動センター』は、市民活動団体の活動を支援するとともに、市民活動
団体・企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまちづくりを団体・企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまちづくりを
推進しています。今回は、『ボランティアそろばん速算教室』についてご紹介します。推進しています。今回は、『ボランティアそろばん速算教室』についてご紹介します。

ボランティア　そろばん速算教室
■団体の概要

名　称 ボランティア　そろばん速算教室
代表者 勝山　勲

活動場所
町民活動センター
(阿見 2958 マイアミ・ショッピングセンター 3階 )

会　費 月額 1,000 円

問い合わせ
▼町民活動センター☎888ー2051
▼ボランティアそろばん速算教室☎841ー6264

■『ボランティア　そろばん速算教室』とは？
定年を迎えるにあたり、これまでの人材育成の実践経験と専門の「そろばん」を活かした活動を考えてい

ました。当初は、そろばんを教えることを、塾の経営とするかボランティア活動とするか迷いました。
しかし、私自身の年齢を考えたことと、「いつでも　どこでも　だれにでも」を具現化するために、ボラン

ティア活動に徹することとしました。幸いにも生涯学習課の『達人バンク』にも登録させていただきました。
現在は、町民活動センターで『ボランティア　そろばん速算教室』として活動しています。
※『達人バンク』とは：さまざまな知識や技能をお持ちの人にご登録いただき、町民の皆さまの生涯学習を支
援していく町の制度です。達人バンクの登録や利用については、町生涯学習課（中央公民館内）☎888ー
2526 までお問い合わせください

■活動内容

対象者

❶幼児 4歳～ 6歳（要保護者同伴〔3歳児も可〕)
❷小学生 (1～ 6年生 )
❸そろばんに興味のある人（年齢問わず）
※軽度障害者も含む

活動日時 原則として毎週木曜日・土曜日　月 8回　午後 3時～ 5時

内容
数の数え方、鉛筆の正しい持ち方、「そろばん」の基本、
珠算式暗算など個別指導を含めて 1年後には初級から 3級
程度の実力を養います。

■どうやって参加するの？
上記の町民活動センターまたはボランティアそろばん速算教室までお問合せください。
▼教室には、貸出用のそろばんが 30丁あります。その他にテキスト・問題集・資料等は無料です
▼持参するもの：筆記用具・色えんぴつ

■活動のなかで大切にしていること
限られた時間の中で、子どもたちは一生懸命にそろばんを覚えようとしており、すべてにおいて可能性を

秘めていること、軽度障害者にも将来の自立支援の視点から、そろばんの習得が役立つものであることから、
それらを最大限伸ばしていけるよう支援したいと考えております。
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高
齢
者
に
関
す
る
介
護
・
福
祉
・
権

利
擁
護
等
の
総
合
的
な
相
談
に
応

じ
る
機
関
で
す
。

町
高
齢
福
祉
課
か
ら
の
委
託

を
受
け
て
運
営
し
、
保
健
師
・

社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
3
職
種
が
、
町
や
民

生
委
員
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

●
3
職
種
の
業
務
内
容

▼
保
健
師
：
介
護
・
介
護
予
防
に
関

す
る
相
談
の
対
応
や
啓
発
活

動
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

の
交
流
を
図
る
「
家
族
介
護
支

援
事
業
」等
を
実
施
す
る
ほ
か
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の

お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す

▼
社
会
福
祉
士
：
認
知
症
の
高
齢

者
な
ど
、
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
人
の
権
利
を
守
る
た
め
の

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
高
齢

者
の
虐
待
へ
の
対
応
等
を
メ
イ

ン
に
行
っ
て
い
ま
す

■『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

と
は
？

『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

は
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

に
関
す
る
介
護
・
福
祉
等
の
総
合

的
な
相
談
に
応
じ
る
機
関
で
す
。

県
内
で
は
「
44
市
町
村
で
69
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
29

年
4
月
現
在
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
阿
見
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
』
は
、
平
成
18
年
に
総
合
保

健
福
祉
会
館
『
さ
わ
や
か
セ
ン

タ
ー
』
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
9
月
4
日
に
『
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
に
町
民
特

派
員
2
人
と
町
職
員
が
訪
問
し
、

同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
何
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

町
に
は
、
平
成
18
年
に
開
設
さ
れ
た
『
阿
見
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
』
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
町
民
特
派
員
が
同
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
し
、
活
動
内
容
な
ど
に
つ

い
て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

町
民
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

『
阿
見
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

▼
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
：
町
内

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
を

必
要
と
す
る
人
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
調
整
を
行

う
職
種
）
か
ら
相
談
を
受
け
た

り
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
っ

て
い
ま
す

※
「
家
族
介
護
支
援
事
業
」
の
ほ

か
に
も
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
等
の
各
種
講
座
を

実
施
し
、
介
護
に
関
す
る
知
識

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
普
及
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す 2 月に実施された『家族介護支援事業』

インタビュー取材をする町民特派員の杉本さん（写真中央）

インタビュー取材をする町民特派員の近藤さん（写真右から 1 人目）

地域包括支援センターの職員の皆さんと町民特派員の杉本さん
（写真左から 2 人目）・近藤さん（写真前列左から 4 人目）

地域包括支援センター内相談コーナー
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■
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

●
杉
本
特
派
員

相
談
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
護
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
安

心
し
て
相
談
を
行
え
ま
す
し
、
職

員
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
仕
事
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
近
藤
特
派
員

な
に
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

際
は
、一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
、

相
談
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
な

こ
と
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
生
活
の
な
か
で
、
相
談
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
場
合
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ご
近
所
の
こ
と
で

な
に
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

（
開
館
時
間
・
利
用
方
法
等
に
つ

い
て
は
下
記
利
用
案
内
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）。

■
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▼
相
談
が
終
わ
っ
て
、
相
談
者
の

皆
さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
表
情
を

見
る
と
、
お
役
に
立
て
て
良
か

っ
た
な
と
感
じ
ま
す

▼
提
案
や
各
種
の
調
整
を
行
っ
た

後
に
、
相
談
者
ご
本
人
や
ご
家

族
で
今
後
の
方
針
を
決
定
し
、

問
題
が
改
善
し
て
い
く
の
を
見

て
、
支
え
に
な
れ
て
良
か
っ
た

と
感
じ
ま
す

▼
相
談
を
受
け
た
事
例
が
解
決

し
て
い
く
ま
で
の
過
程
を
、
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
見
守

っ
て
い
け
る
事
を
嬉
し
く
思

い
ま
す

▼
相
談
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
業
務
の

改
善
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
ち
ら
が
気
づ
か
さ
れ
る

こ
と
や
教
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
よ
う
な
ご
意
見

を
い
た
だ
け
て
と
て
も
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す

■
主
に
ど
の
よ
う
な
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
か
？

地
域
に
お
住
ま
い
の
人
か
ら
、
実

に
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す

が
、
具
体
的
に
左
記
の
よ
う
な
内
容

の
相
談
が
よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
介
護
保
険
の
申
請
は
ど
こ
で
す

れ
ば
い
い
の
か
？

▼
介
護
保
険
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
の
か
、
ま
た
自

分
は
対
象
に
な
る
の
か
？

▼
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
施
設
に
入

所
し
た
い
。
ど
の
よ
う
な
施
設

が
あ
り
、
費
用
は
い
く
ら
か
か

る
の
か
、
入
所
す
る
方
法
は
？

▼
家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な

い
。
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い

の
か
、
ど
の
病
院
に
行
け
ば
い

い
の
か
？

▼
一
人
で
生
活
し
て
い
る
が
、
病

気
や
認
知
症
等
に
か
か
っ
た
際

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

▼
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
る
の
だ
が
、
誰
に
も
知
ら

れ
た
く
な
い

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
数
多
く
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
生
活
を

す
る
う
え
で
何
か
お
困
り
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
匿
名
で
の
ご
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
お
住
ま
い
の

町地域包括支援センターは高齢者に関する介護・福祉など総合的な相談に応じる機関です。保健師・社会福
祉士・主任ケアマネジャーの 3職種が連携し、高齢者の皆さんの生活をサポートします。日々の暮らしの中
でお困り事がありましたら下記までご相談ください。ご家族からの相談や、電話・メール・匿名での相談も
受け付けています。
■開館時間：午前 8時 30分～午後 5時 15分（土・日・祝日を除く）
■場所：総合保健福祉会館『さわやかセンター』内 1階
■相談内容：町地域包括支援センターでは、主に下記の内容に関しての相談を
受け付けています。
▼日常生活に関すること：介護に関することだけでなく、福祉全般に関す
る日常生活のさまざまな相談をお受けします

▼介護や健康のこと：要支援１・２と認定された人や事業対象者の
人の生活全般についての相談や、その他介護全般についての相
談の受け付け、介護予防プランの作成をします

▼権利をまもること：高齢者が尊厳ある生活を送ることができる
よう虐待を早期に発見したり、高齢の人の権利を守り、安心し
て生活できるよう支援します

■対象：原則町内にお住まいの 65歳以上の人（町外にお住まいの人
や高齢者以外の人もご相談いただけます。まずはご相談ください）

■料金：無料
■問い合わせ：町地域包括支援センター☎ 887－8124　
　� houkatsu@amishakyo.or.jp

阿見町地域包括支援センターをご活用ください

町民特派員レポート

何かお困りのことがありましたら、まずは
ご相談ください

地域包括支援センター入口（写真左）

総合保健福祉会館
「さわやかセンター」
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環境を大切に

町の自然について学ぶ講演会を開催します

～世界湖沼会議まであと 1年～

「今、阿見町の自然環境を考える」
　　　　　　　　　講演会開催

～世界湖沼会議まであと 1年～

「今、阿見町の自然環境を考える」
　　　　　　　　　講演会開催

環境政策課☎888ー1111（251）

阿見町は、霞ヶ浦の南側の湖岸に位置し、水源の町でもあり、遠方には筑波山を望むこともできます。
「阿見原の平坦な台地」・「霞ヶ浦の湖畔」という２つの条件が、町の地形立地の基本的なものとしてあり、森
と田んぼで構成される源流の谷津田から、清明川・桂川・花室川・乙戸川の４本の河川を経て、霞ヶ浦と結ばれ
ています。生き物がたくさん住む、豊かな自然が残る私たちの町を、もっと詳しく知ってみませんか？　
詳細につきましては、上記にお問合せください。

自然の宝庫である
『ふれあいの森』

世界湖沼会議は、1984 年（昭和 59年）に滋賀県の提唱により琵琶湖で最初に開催され、現在でもおお
むね 2年ごとに開催されている国際会議です。これまで、日本・アメリカ・ハンガリー・中国・イタリア・アル
ゼンチン・デンマーク・ケニア・インド・インドネシアの国々で開催されてきました。
会議では、生態系サービスを将来にわたって持続的に享受するためにはどのようなことに取組むべきな

のかを、住民・農林漁業者・各種事業者・研究者・行政など、湖沼にかかわりを持つ全ての人々が情報の共有
と意見交換を行います。

▲霞ヶ浦の帆引き船（かすみがうら市提供）

世界湖沼会議とは

●茨城県と湖沼会議
県では、1995 年（平成 7年）に第６回世界湖沼会議をつくば

市および土浦市を会場に開催しました。今回は 23年ぶり 2回
目の開催となります。
本県においては、霞ヶ浦をはじめとする県内の湖沼、河川の

水環境保全の拠点施設として「茨城県霞ケ浦環境科学センター」
を 2005 年（平成 17年）に設立し、霞ヶ浦の水質環境保全に努
めています。

▼期 日：11 月 12日（日）
▼時 間：午後 1時 20分～ 4時（受付：１時から）
▼場 所：本郷ふれあいセンター多目的ホール
▼内 容：▽第 1 部（午後 1時 30分～ 2時 10分）

基調講演「世界湖沼会議と霞ヶ浦湖畔のまち阿見」
講演者：沼澤篤氏（霞ヶ浦市民協会研究顧問）

▽第 2 部（午後 2時 30分～ 4時）
パネルディスカッション
出席者：中島紀一氏（茨城大学名誉教授）

久留島昭彦氏（阿見野鳥の会）
稲川雅信氏（阿見野草の会）
山田晃太郎氏（うら谷津再生プロジェクト）
沼澤篤氏（霞ヶ浦市民協会研究顧問）

▼対 象：どなたでも参加できます
▼そ の 他：事前申込不要・入場料無料

▲町に生息する「センダイムシクイ」

▲町に生息する「ニオイタチツボスミレ」



最近、廃棄物対策課に「家の近くでごみを燃やしている臭いがする」との苦情が寄せられています。ごみの
焼却（野焼き）は、許可を受けている焼却施設や一部の例外規定を除いて「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
で禁止されています。十分な設備を持たない簡易焼却炉・ドラム缶・ブロック積み焼却等でごみを焼却すること
も禁止です。
野焼きは地域の皆さまに「悪臭がする」「洗濯物が汚れる」などの被害を及ぼすことがあるほか、ダイオキシ

ン類の発生源となり、環境汚染の原因にもなります。さらに、火災につながる危険もありますので、絶対にや
めましょう。
また、例外規定に該当し、違法ではない野焼きについても、煙等に

より周辺住民の生活環境へ著しく影響を与えるなど、苦情が寄せられ
た場合は行政指導の対象となります。その場合には、町職員等により
訪問・指導させていただいています、あらかじめご了承ください。
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環境を大切に

残土の無許可埋め立て・
　　ごみの焼却（野焼き）の禁止

廃棄物対策課（霞クリーンセンター内）☎889ー0281

▼受付時間：平日の午前 8時 30分～午後 5時 15分　※ 受付時間外は牛久警察署まで

▼問い合わせ：▼牛久警察署☎871ー0110　▼県廃棄物対策課☎029ー301ー3033

▼町廃棄物対策課（霞クリーンセンター内）☎889ー0281

不法投棄・野焼きを見つけたら不法投棄 110 番（☎ 0120 − 536 − 380）へ！

人と自然が共存し　環境を守るまち　あみ

悪質な業者から金銭や甘い言葉（うまい話）で土地利用を求められ、安易に同
意してしまった結果、大切な土地に廃棄物を不法投棄されたり、質の良くない残
土などを埋め立られる事案が発生しています。こうした被害を防ぐためには、「う
まい話があっても、安易に土地を貸さない」という意思を持つことが必要です。
また、遊休地にいつの間にか不法投棄されていたという事例もあります。道路

から奥まった人目につきにくい土地や手入れが行き届かない土地などが狙われて
います。
定期的な見回り・進入防止柵や不法投棄禁止の看板等の設置が有効です。『不法

投棄禁止』等の看板が必要な場合は、廃棄物対策課（霞クリーンセンター内）まで
お問い合わせください。

注意！あなたの土地が狙われています！！

ごみの焼却（野焼き）は禁止されています

5 月 28 日（日）に実施されました町内クリーン作戦につきまして、多くの町民の皆さまにご参加いただき、
計 11,280 ㎏ものごみを回収することができました。ご協力ありがとうございました。

■ 11 月 12 日（日）町内クリーン作戦を実施します
多くの皆さまにご参加いただき、町内の環境美化のため、ご協力をお願いいたします。
●期日：11 月 12日（日）　※雨天予備日 11月 19日（日）
●作業内容：❶空き缶・空き瓶等のポイ捨てごみの回収❷ごみ集積所の清掃等❸家庭用使用済み天ぷら油の

　　　　　　　　回収
●その他：▼家庭からの一般ごみおよび粗大ごみについては回収しません▼開始時間等は、各行政区によっ

　　　　　　て時間が異なります▼当日は行政区長、班長などの指示に従い清掃を行ってください

町内クリーン作戦および家庭用使用済み天ぷら油の回収について

×
野焼き禁止！
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↖

障
祉害
福

国民の間に広く、障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会・経済・文化・その他
のあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、12 月 3 日から 9 日まで	
『障害者週間』が設けられています。週間中はもとより、日ごろからも障害者福祉についての関心と理解を	
深めていただき、地域でともに暮らし、みんなで支えあいながら、障害のある人もない人も自分らしい暮らし
を実現できるまちづくりの一員となっていただきますよう、お願いします。

■障害者による作品展
町では障害者週間にあわせて、12月 4日（月）～ 8日（金）の間、役場 1階ロビーにて障害者による作品の

展示や町内の障害者施設等の紹介を行います。ぜひご覧ください。

障害者週間（期間は毎年 12 月 3 日～ 9 日の 1 週間）

障害者への理解を深めるには、それぞれの障害の内容や症状を正しく知る必要があります。障害の種別は	
5 つに分類され、身体障害・知的障害・精神障害・発達障害・高次脳機能障害があります。

●身体障害
視覚、聴覚、平衡機能障害、音声・言語・そしゃく機能、肢体不自由、内部機能（心臓・じん臓・呼吸器・	

ぼうこう・直腸・小腸・免疫・肝臓）に障害があり「身体障害者手帳」を交付されている人のことをいいます。
▼視覚障害は、『全盲（まったく見えない）』『弱視（眼鏡などで矯正しても視力が弱い）』『視野狭さく（見え
る範囲がせまい）』があります

▼聴覚障害は、人の声や物音が聴こえない、または聴こえにくいという障害です
▼平衡機能障害は、姿勢を調整する機能の障害により、四肢体幹に異常がないのに起立や歩行に異常があり
ます

▼音声・言語・そしゃく機能障害は、音声を発することができない・発生しても言語がない、音声・言語による
意思疎通が困難である。そしゃく・嚥下（えんげ）機能が障害により経管栄養でしか栄養を補給できない、
障害により通常の食事では十分な栄養補給ができない障害です

▼肢体不自由は、手・足・体の胴の部分に障害があります。この中でも脳性まひ・筋ジストロフィー・脊椎
損傷等により全身に障害が及ぶものを一般的に全身性障害といいます

▼内部障害は、疾病等により心臓・じん臓・肺・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓の働きが弱くなったり、機能しなく
なったりする障害、免疫機能の障害をいいます

●知的障害
知的障害とは、生活や学習面であらわれる知的な働きや発達の遅れが発達期（おおむね 18 歳まで）に	

あらわれ、日常生活に支障があるため、何らかの援助を必要とする人のことをいいます。知的障害を有する
人は、県に申請することで「療育手帳」が交付されます。

●精神障害
統合失調症・うつ病等の気分障害・アルコールや薬物依存・その他の精神疾患がある人のことをいいます。

継続的に日常生活または社会生活に制限がある場合には、県に申請することで「精神障害者保健福祉手帳」
が交付されます。

障害の種別について

↖

障害者週間と
障害者理解について

社会福祉課障害福祉係☎888ー1111（164・165）

みんなで支え合うまちづくり
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●発達障害
自閉症・アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害・学習障害・注意欠陥・多動障害等の通常低年齢で発現

する脳機能の障害をもつ人のことをいいます。
●高次脳機能障害

病気や事故などで、脳が部分的に損傷を受け、記憶・注意・遂行機能・感情の障害・判断力の低下により、	
日常生活・社会生活に制限がある人をいいます。

町社会福祉課障害福祉係では、障害者・障害児に関する相談を受け付けています。その他にも、下記のよう
な相談窓口がありますので、ご活用ください。

■町委託相談支援事業所
障害のある人や保護者等から、日常生活の問題や障害福祉サービスの利用等の相談に応じるとともに、

必要な助言や情報提供を行っています。

事業所名 住　所 電　話

恵和社会復帰センター 若栗 2585ー1 887ー9833

若草園 阿見 5545ー5 887ー1883

阿見町社会福祉協議会 阿見 4671ー1 887ー0084

ほびき園 かすみがうら市牛渡 5513ー1 898ー3661

■茨城県の相談窓口

機関名 電　話 相談内容

茨城県福祉相談センター 029ー221ー4150 身体障害、知的障害全般に関すること

土浦児童相談所 029ー821ー4595 18 歳未満の人の療育手帳や施設入所、その他全般的
な相談

土浦保健所 029ー821ー5342 精神保健福祉全般に関すること

精神保健福祉センター 029ー243ー2870 精神保健相談や診療，不登校や摂食障害等の思春期相
談，アルコール依存症，薬物依存症に関すること

発達障害者支援センター 029ー219ー1222 自閉症やアスペルガー症候群，学習障害，注意欠陥・
多動性障害等の発達障害に関すること

高次脳機能障害相談窓口 887ー2605 高次脳機能障害に関すること

茨城県障害者権利擁護
センター

029ー353ー8663 障害者に対する虐待防止のための通報や相談

茨城県障害者差別相談室 029ー246ー6049 障害者の差別に関すること

障害者・障害児に関する相談窓口

みんなで支え合うまちづくり
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平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
の
保
育

施
設
利
用
の
申
し
込
み
を
左
記
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

期
間
内
に
申
し
込
ま
れ
た
人
に
つ

い
て
利
用
調
整
を
行
い
、
必
要
性
の

高
い
順
に
利
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
利
用
申
し
込
み
中
で
利

用
待
ち
と
な
っ
て
い
る
人
も
、
再
度

今
回
の
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象

●
保
護
者
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う
な

『
保
育
の
必
要
な
事
由
』
に
該
当

す
る
場
合
に
限
り
ま
す

❶
就
労（
フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
夜
間
・
自
営
業

等
の
居
宅
内
労
働
を
含
む
）

❷
妊
娠
・
出
産
（
出
産
予
定
月
と

そ
の
前
後
2
か
月
の
計
5
か
月

以
内
）

❸
保
護
者
の
疾
病
・
障
害

❹
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
を

し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

❺
災
害
復
旧

❻
求
職
活
動

❼
就
学
（
放
送
大
学
・
通
信
制
大

学
等
の
自
宅
学
習
、
趣
味
の

講
座
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

を
除
く
）

❽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合

❾
そ
の
他
町
が
認
め
る
場
合

※
❶
❹
❼
に
つ
い
て
は
、
1
か
月

あ
た
り
60
時
間
以
上
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
要
件
で
す

■
申
し
込
み
受
付
期
間

●
日
時
：
11
月
17
日（
金
）・
18
日（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所
：
役
場
3
階
3
0
1
会
議
室

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
原
則
、
利
用
を
希
望
す
る
お
子
さ

ま
を
連
れ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す

※
都
合
が
悪
く
、
お
越
し
い
た
だ
く

の
が
難
し
い
人
は
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い

※
こ
の
日
以
降
に
申
込
み
を
希
望
さ

れ
る
人
は
二
次
受
付
と
な
り
ま
す

※
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
（
教
育

部
分
）
を
ご
希
望
の
人
は
、
別
途
、

希
望
施
設
へ
利
用
申
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類

●
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

支
給
認
定
申
請
書
兼
利
用
申
込
書

●
家
庭
状
況
調
書

●
健
康
状
況
表

●
保
育
の
必
要
な
事
由
が
分
か
る

書
類
（
左
記
の
項
目
を
参
照
）

▼
常
勤
・
パ
ー
ト
＝
勤
務
（
内
定
）

証
明
書

▼
自
営
業
＝
自
営
状
況
申
立
書

▼
農
業
＝
農
業
状
況
申
立
書

▼
出
産
＝
申
立
書
・
母
子
手
帳
の
写
し

▼
病
気
・
障
害
＝
申
立
書
・
診
断
書
等

▼
病
人
等
の
介
護
＝
申
立
書
・
診
断

書
等

▼
就
学
＝
在
学
証
明
書
お
よ
び
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

▼
求
職
＝
就
労
予
定
申
立
書

※
両
親
の
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要

※
同
居
の
祖
父
母（
65
歳
未
満
）が
い
る

場
合
、
同
居
の
祖
父
母
等
の
証
明

書
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
祖
父
母
等
の
保
育
が
で
き
な
い

証
明
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
保
育

の
必
要
性
の
優
先
度
に
つ
い
て
不

利
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
平
成
29
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
29
年
度

（
平
成
28
年
分
）
市
区
町
村
民
税

課
税
証
明
書
も
必
要
で
す

※
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類
は
、
役

場
1
階
子
ど
も
家
庭
課
に
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
入
手
し
て

く
だ
さ
い
（
11
月
1
日
か
ら
配

布
）。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.tow
n.am

i.
lg.jp/0000004214.htm

l

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

※
家
庭
状
況
等
に
よ
っ
て
上
記
以
外

の
書
類
の
提
出
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

■
利
用
調
整
方
法

後
日
、
書
類
審
査
・
面
接
等
を

実
施
し
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）

利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）は
、

保
護
者（
両
親
）等
の
市
区
町
村
民

税
所
得
割
額
の
合
計
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
利
用
者
負
担
額（
保

育
料
）徴
収
基
準
に
よ
る
月
額
の

平成 30 年度

利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
そ
の
ほ
か
必
要
経
費
に
つ
い
て

は
、
各
利
用
施
設
等
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い

※
兄
弟
分
な
ど
で
利
用
者
負
担
額（
保

育
料
）に
未
納
が
あ
る
人
は
、
お
支

払
い
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い

■
結
果
の
通
知

2
月
上
旬
ご
ろ
に
通
知
を
郵
送

す
る
予
定
で
す
。

■
町
外
の
保
育
施
設
を
希
望

さ
れ
る
場
合

他
市
町
村
の
保
育
施
設
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
子
ど
も
家
庭
課

に
早
め
に
ご
連
絡
の
う
え
、
11
月
14

日（
火
）ま
で
に
申
込
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス（
随
時

受
付
）

保
護
者
の
傷
病
・
災
害
・
事
故
・
冠

婚
葬
祭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
私
的

理
由
ー
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
状

況
が
生
じ
た
場
合
、
保
育
施
設
で
一

時
的
に
保
育
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
実
施
施
設
：
公
立
保
育
所
・
私
立
保

育
園
・
小
規
模
保
育
園　
虹
い
ろ

キ
ッ
ズ

●
対
象
：
公
立
保
育
所
は
町
内
在
住
の

満
1
歳
以
上
の
児
童
で
、
他
の
保

育
施
設
は
各
自
設
定
し
て
い
ま
す

※
定
員
の
空
き
状
況
に
よ
り
、
受
け

入
れ
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

子ども家庭課☎888ー1111（708・117）

人を育むまちづくり
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■施設の種類
●特定教育・保育施設

幼稚園 3 歳から就学前まで さまざまな遊びを中心とした教育により、小学校以降の学習基盤を培う
ことができる施設※

保育所（園） 0 歳から就学前まで
就労等のため、家庭で保育できないおおむね生後 8週から小学校就学前
児童を対象に、保護者に代わって保育する施設
▼町内の公立保育所・私立保育園

認定こども園

❶幼稚園型
3歳から就学前まで
❷幼保連携型
0歳から就学前まで

『幼稚園（教育部分）』と『保育所（園）（保育部分）』の機能や特長を併せ持
つ施設
❶認定こども園　ふたば幼稚園・認定こども園　阿見みどり幼稚園
❷阿見認定こども園

※荒川沖幼稚園は、特定教育・保育施設に入らない従来型の幼稚園です。利用の際に下記の支給認定は必要ありません

●特定地域型保育事業

家庭的保育
3 歳未満

少人数（3人まで）で、家庭的な雰囲気のもと、きめ細やかな保育を行います
▼まるこのおうち
少人数（19人まで）を対象に、家庭的保育に近い雰囲気のもと、きめ細やかな保育を
行います
▼小規模保育園　虹いろキッズ▼ニチイキッズあみ保育室

小規模保育

※上記を利用し 3歳以降になった場合は、連携施設等に入園する際に優先措置があります

人を育むまちづくり

■支給認定について
●保育の必要性の有無や必要量などにより、教育・保育施設の利用先の選択・保育時間の区分を決定します

認定区分

1 号認定 満 3歳以上で、保育の必要がなく、教育
を希望されている場合（教育標準時間認定）

▼幼稚園
▼認定こども園（教育部分）

2 号認定
満 3歳以上で、『保育を必要な事由』に該
当し、保育所（園）等での保育を希望され
ている場合（保育認定）

▼保育所（園）
▼認定こども園（保育部分）

3 号認定
満 3歳未満で、『保育を必要な事由』に該
当し、保育所（園）等での保育を希望され
ている場合（保育認定）

▼保育所（園）▼認定こども園（保育部分）
▼地域型保育事業（家庭的保育、小規模
保育等）

● 2 号・3 号認定については、さらに保育の必要量に応じて区分が 2 つに分かれます
保育標準時間 1 日 11時間まで利用可能。両親のいずれも就労時間が月 120時間以上の場合
保育短時間 1 日 8時間まで利用可能。両親またはいずれかの就労時間が月 60時間以上 120時間未満の場合

※認定については、利用の申込みと同時に行います（認定証は 2月上旬ごろに郵送予定です）

■平成 30 年度 4 月利用可能児童数（9 月末現在見込み）
▼認定こども園は、保育部分のみの人数です
▼施設によって特色や独自の基準がありますので、保育施設を選ぶ際には保育施設を見学し詳細を確認してください
※見学については、各保育施設に電話でお申込みください

▼今後人数に変動が生じる可能性があります。ご了承ください

保育施設名 施設の種類 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 所在地 電話番号

中郷保育所
公立 

保育所

6 16 6 1 3 3 阿見 4002-5 887－3331
南平台保育所 6 6 0 3 4 0 南平台 1ー31ー6 840ー2081
二区保育所 6 12 0 0 0 0 うずら野 1ー29ー11 841ー2301

あゆみ保育園

私立 
保育園

6 12 8 4 0 0 阿見 4958ー5 888ー3681
阿見ひかり保育園 12 0 6 2 9 4 曙 247ー1 879ー5155

さくら保育園 9 15 6 1 1 1 荒川本郷2033-336 896ー3678
阿見きらり保育園（H30.4 月開所） 18 24 24 28 28 28 荒川本郷 1916-3 297ー7080

阿見認定こども園 幼保連携型
認定こども園 5 6 6 0 0 0 阿見 5205ー2 887ー7388

認定こども園 ふたば幼稚園 幼稚園型 
認定こども園

ー ー ー 8 4 1 岡崎 3ー2ー1 887ー0055
認定こども園 阿見みどり幼稚園 ー ー ー 2 2 0 鈴木 25ー10 887ー7471
小規模保育園 虹いろキッズ 小規模 

保育
3 5 1 ー ー ー 鈴木59ー4 893ー2273

ニチイキッズ あみ保育室 3 3 1 ー ー ー 阿見3962ー6 891ー0855
まるこのおうち 家庭的保育 1 ー ー ー 廻戸272ー3 090ー7946ー1263

※年齢の基準は平成 30年 4月 2日時点　

（単位：人）
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平成 30 年度

放課後子ども教室
参加者募集

■町母子寡婦福祉会に入会してみませんか？
町母子寡婦福祉会では、研修会や楽しい親子の集いなどを行ったり、母子家庭および寡婦に必要なさまざま

なことを共有したりして、会員の教養や親睦を図っています。
同じ境遇にある人たちが一同に会し、話し合い、励まし合い、親睦を深めるためにも皆さんの入会をお待ち

しています。年会費は一人 1,000 円です。

町では、放課後に子どもたちの安全で健やかな活動をする場を設け、地域の皆さんの参画を得てさまざまな
体験活動や交流活動を実施し、子どもたちの成長を支援・推進するために『放課後子ども教室』を開設していま
す。開設場所は下記のとおり町内の各小学校 7 校で、それぞれの学校内専用教室および体育館やグラウンド
で活動します。

■『児童手当現況届』および『児童扶養手当現況届』の提出はお済みですか？
児童手当を受給している人は、現況届の提出が必要です。6月に町から送付した『児童手当現況届』をまだ

提出されていない人は、至急提出をお願いします。この届を提出しないと、受給資格があっても 6月以降の
手当を受けられなくなりますのでご注意ください。
また、児童扶養手当を受給している人は、毎年 8月に、前年の所得と養育関係を確認する現況届を提出	

することになっています。8月に町から送付した『児童扶養手当現況届』をまだ提出されていない人は、至急
提出をお願いします。この届を提出しないと、受給資格があっても 8月以降の手当を受けられなくなります
のでご注意ください。

■申し込み
平成 30年度は 6月から開設されます。ご利用を希望される人は、下記のとおりお申し込みください。

▼日 時　11 月 17日（金）・18日（土）午前 9時～午後 5時
▼場 所　役場 3階 302 会議室
▼費 用　保護者負担金年額 730円（年間傷害保険料として受付当日に徴収します）
▼申込方法　『入会申込書』に必要事項を記入して申し込む
▼そ の 他　祝日、各学校振替休業日、長期休み（夏・冬・春休み）、天候等で臨時休校となった日は、休会日と

なります
▼問 合 せ　子ども家庭課☎888ー1111（119）

※町ホームページ（http://www.town.ami.lg.jp/0000002048.html）にも掲載しています

■内容
▼開設日時　週 1回・下校時～午後 4時 45分まで

▼開設場所　 ▼阿見小学校区放課後子ども教室 ▼阿見第一小学校区放課後子ども教室

▼本郷小学校区放課後子ども教室 ▼阿見第二小学校区放課後子ども教室

▼君原小学校区放課後子ども教室 ▼あさひ小学校区放課後子ども教室

▼舟島小学校区放課後子ども教室

▼対象　小学校新 1年生～ 6年生のすべての児童

子ども家庭課☎888ー1111（119）

人を育むまちづくり
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町では、保護者が日中家庭にいない小学校児童（留守家庭
児童）を対象に放課後児童クラブを開設しています。

平成 30 年度

■共通事項
▼期 間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日
▼時 間	 月～金曜日：下校時～午後 7時　

※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、土曜日、創立記念日、振替休日等）：午前 7時	
30 分～午後 7時

▼対 象	 保護者が日中家庭にいない小学校児童（留守家庭児童）で、各小学校の新 1年生～ 6年生
▼費 用	 保護者負担月額 4,000 円
▼休 会 日	 日曜日・祝日・年末年始・天候等で臨時休校となった日

■申し込み
▼受付日時	 ❶新規：11 月 17 日（金）・18 日（土）午前 9時～午後 5時（兄弟で継続の児童がいる場合も新規の

日時・場所で申し込む）
❷継続：12 月 4日（月）～ 8日（金）午後 2時～ 7時

▼受付場所	❶新規：役場 3階 302 会議室
❷継続：各放課後児童クラブ

▼申込方法	 入会申込書・勤務証明書等に必要事項を記入して申し込む。用紙は役場 1階子ども家庭課・各児童
クラブにあります（11月から配布）
※祖父母が同居の場合は祖父母の勤務証明等も必要（平成 30年 4月 1日現在 65歳以上の人は不要）

▼そ の 他	 ▼長期休み（夏・冬・春休み）のみ利用する場合も受付期間中にお申し込みください
▼定員を超えた場合、書類審査（低学年順・家庭状況等）を実施します
▼入会の可否を 2月上旬ごろ郵送等で通知します
▼保護者負担金の日割り計算は行いません
▼申し込み時に放課後児童クラブ保護者負担金に未納がある人は受付できません

▼問 合 せ　子ども家庭課☎888ー1111（119）
※町ホームページ（http://www.town.ami.lg.jp/0000002047.html）にも掲載しています

子ども家庭課☎888ー1111（119）

■放課後児童クラブ一覧

名　称 場　所 定員

阿見小学校区放課後児童クラブ 阿見小学校敷地内専用施設 120

本郷小学校区放課後児童クラブ 本郷小学校 120

君原小学校区放課後児童クラブ 君原小学校 30

舟島小学校区放課後児童クラブ 舟島小学校敷地内専用施設 120

阿見第一小学校区放課後児童クラブ 阿見第一小学校敷地内専用施設 120

阿見第二小学校区放課後児童クラブ 阿見第二小学校 35

あさひ小学校区放課後児童クラブ あさひ小学校敷地内専用施設 160

人を育むまちづくり
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みんなでささえ愛…こくほ

ここ数年、児童虐待のニュースは連日のように報道され、深刻な事件も後を絶ちません。全国的に
も相談対応件数は増加を続けており、依然として社会全体で取り組むべき重要な課題となっています。

■児童虐待とは…
保護者が子どもの心や体を傷つけ、成長や発達を妨げる行為のことであり、大まかに 4つの種類に分けら

れます。どの種類においても、子どもの心身に深刻な影響を与え、最悪の場合は死に至ることもあります。
身体的虐待 殴る・蹴る・投げ落とす・激しく揺さぶる・やけどを負わせる・溺れさせるなど

性 的 虐 待 子どもへの性的行為・性的行為を見せる・ポルノグラフィの被写体にするなど

ネグレクト 家に閉じ込める・食事を与えない・ひどく不潔にする・自動車の中に放置する・重い病気に
なっても病院に連れて行かないなど

心理的虐待 言葉による脅し・無視・きょうだい間での差別的扱い・子どもの目の前で家族に対して暴力
をふるうなど

■「虐待かも？」と思ったら…
虐待が疑われるサインの一例です。おかしいな？と思ったら、通告や相談をお願いします。

子どもの様子 保護者・家庭の様子
▼服装が季節にそぐわない
▼いつも衣服や体が汚れている
▼不自然な傷・あざ・やけどが多い
▼表情が乏しい、大人におびえている
▼落ち着きがなく、乱暴な行動が多い
▼夜遅くまで一人で出歩いている

▼いつも親の怒鳴り声や子どもの泣き声がする
▼子どもがケガをしたり、病気になっても病院へ連れ
て行かない

▼子どもを置いたまま外出している
▼家の内外にゴミが散らかり、異臭がしている
▼地域との交流がなく、孤立している

「しつけかもしれない」「間違いだったら失礼」「仕返しされるかも」など、抵抗や不安がある人も多いと思い
ますが、個人が特定されないよう秘密は守られます（匿名でも大丈夫です）。
通告や相談は、子どもを守るためだけではなく、虐待をしている保護者への支援にもつながります。

■子育てに悩んだら…
育児に不安がある、協力してもらえる家族がいない、相談できる人がいない、イライラして子どもに手をあ

げてしまいそう…など、児童虐待につながりかねないリスクは、どの家庭にも存在します。
一人で行き詰まってしまって苦しいときには、匿名でも構いませんので、下記の相談窓口・ダイヤルまでご

相談ください。
専門の相談員がお話を伺います。

■通告・相談窓口

いばらき虐待ホットライン
☎0293ー22ー0293
（24時間対応）

児童相談所全国共通ダイヤル ☎189

役場子ども家庭課
☎888ー1111
（土・日・祝日・年末年始を除く午
前８時 30分～午後 5時 15分）

※生命の危険があると思われる場合は警察へ 110 番をお願い
します

　

オレンジリボンマークには子どもの虐待
を防止するというメッセージが込められて
います。
このリボンを胸に着け

ることで、子育てをあた
たかく見守り、子育ての
お手伝いをする意志があ
ることを示します。

児童虐待防止シンボルマーク

11 月は児童虐待防止月間です！
～気づくのは　あなたと地域の　心の目～

子ども家庭課☎888ー1111（118・119）

みんなで支え合うまちづくり
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ジェネリック医薬品とは、先発医薬品の特許が切れた後に、先発医薬品と成分や規格等が同一であるとし
て承認される後発医薬品のことです。近年の高齢化の進行や医療の高度化により、年々医療費が増加し

ている現状に対応するための対策の一つとして、町国保では『ジェネリック医薬品』に注目しています。

町国保では、『ジェネリック医薬品お願いカー
ド』を作成しています。受診の際『ジェネリック
医薬品』での処方を言葉でお願いしにくいような
時は、このお願いカードを医師または薬剤師に
提示してください。ただし、ジェネリック医薬
品を処方することができない場合などもありま
すので、医師や薬剤師の指示に従ってください。

「ジェネリック医薬品を処方してください」と言いにくいときは？

▲▶ジェネリック医薬品お願いカード

ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品
をご存じですか？

先発医薬品は、成分の開発、有効性や安全性の確認などのため長い開発期間と膨大な開発費がかかります。
これに対し、ジェネリック医薬品はすでに臨床で使われて有効性や安全性が確認された薬を製造するため、コ
ストが少なくてすみ、先発医薬品と比較して価格が約 2割～ 7割安くなります。

ジェネリック医薬品はなぜ価格が安いのですか？

一概にいくら安くなるとは言えませんが、代表的な生活習慣病の薬代を比較すると次のようになります。	
生活習慣病や慢性疾患で長期間薬を飲んでいる人ほど、自己負担の軽減につながります。

ジェネリック医薬品を使うと自己負担はどのくらい安くなるの？

▼例：それぞれ代表的な薬 1 種類を 1 年間服用したと仮定（平成 29 年度版薬価リストにより計算）
※薬代のみ。技術料などは含まない。3割負担の場合

※医薬品の価格が下がっても自己負担額が先発医薬品使用時と変わらないか、上がる場合もあります（自己負
担額には医薬品の価格のほかに技術料などが含まれるため）

糖尿病

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
8,870 円軽減15,472 円

6,602 円

高血圧

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
3,406 円軽減

6,110 円

2,704 円

高脂血症

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
7,052 円軽減9,285 円

2,233 円

国保年金課国保係☎888ー1111（131～ 133）
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『子宮けいがん検診』『乳がん検診』
『骨粗しょう症検診』
＜集団健診＞

●対象年齢は平成 30 年 3 月 31 日までの到達年齢

検診名 対象年齢 検査内容 自己負担額

子宮けいがん検診 20 歳以上
子宮けい部細胞診
※2年に1回の検診をお勧めします（国の指針より）

800円

乳がん検診

※右記❶～❸の検査
　のうち、いずれか
　1 つ

30 ～ 56歳
（昭和 36年 4月 1日～	
昭和63年3月31日生まれ）

❶乳房超音波検査 700 円

40歳以上
※ 2年に 1回

❷乳房マンモグラフィ検査（2 方向）：40～ 49歳
　※片方の乳房につき、2枚撮影

1,200 円

❸乳房マンモグラフィ検査（1 方向）：50歳以上 700円

骨粗しょう症検診

25 ～ 65歳
（昭和 27年 4月 1日～	
平成5年3月31日生まれ）
　※男女ともに可

超音波でかかとの骨密度を測定 700 円

※ 4 月 1 日から現在までに町の集団健診または医療機関健診を受けた人は、重複になるため、お申し込み 
できません

対象年齢・自己負担額

■下記に該当する人はご注意ください
▼子宮けいがん・乳がん検診共通

▽痛み・しこり・不正出血等の自覚症状のある人（医療機関で診察を受けてください）
▽医療機関で治療中または経過観察中の人（主治医にご相談ください）

▼子宮けいがん検診
▽子宮全摘出等で子宮けい部を摘出している人・妊娠中の人（町の検診は受診できません）
▽子宮けいがん検診を初めて受ける人（医療機関健診を受診してください）

▼乳がん検診：
▽妊娠中の人・授乳中の人・豊胸手術を受けている人・カテーテルやペースメーカーを挿入している人
（検診を受診できない場合がありますので、お問い合わせください）

■自己負担額の免除について
下記に該当する人は、町が実施する健診は無料になります。申込時に手帳等の証明できるものをご提示ください。
▼身体障害者手帳に記載されている身体上の障害の程度が 1級または 2級の人
▼精神障害者保健福祉手帳で法律施行令第 6条第 3項に規定する障害等級 1級の人
▼重度の知的障害とされた人（療育手帳に記載されている障害の程度がⒶまたはAの人）
▼生活保護受給者

町では、今年度まだ検診を受けていない人を対象に、21 ページ記載の日程で子宮けいがん・乳がんおよび
骨粗しょう症の集団健診を行います。この機会に検診を受け、健康管理に役立てましょう！

自分の健康は自分で守る



申込・問い合わせ　健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）　　　　　　　☎888 − 294021

日時・場所

検診項目により実施日時が異なりますので、下表にてご確認のうえ、お申し込みください。
※子宮：子宮けいがん検診、超音波：乳房超音波検査、マンモ：乳房マンモグラフィ検査、骨粗：骨粗しょう症検診

期　日
検診項目／受付時間

場　所
午　前 10 時～ 10 時 30 分 午　後 0 時 15 分～ 1 時

平成 30年
1月 17日（水）

超音波・マンモ・骨粗 子宮・超音波・マンモ・骨粗 総合保健福祉会館
『さわやかセンター』

1月 26日（金） 超音波・マンモ 子宮・超音波・マンモ

※子宮がん検診を希望しない人、乳がん検診・骨粗しょう症検診のみの人は、原則『午前』での受診になります

集団健診申込用紙

自分の健康は自分で守る

■集団健診申込用紙

氏　名 生年月日
大正・昭和・平成
　　　年　　月　　日（　　歳）

電話番号
※連絡の取れる番号をご記入ください

　 住所
阿見町

希望する
検診

（希望する検診に○をつけてください）

子宮けいがん検診
（20歳以上）

乳がん検診（いずれか１つ）
骨粗しょう症検診
（25～ 65歳）超音波

（30～ 56歳）

マンモグラフィ
※2年に 1回
（40歳以上）

希望する
日時

実施日時をご確認のうえ、希望日時をご記入ください。
　・希望無し

　・希望あり　　　　　　　　　希望日：　　　月　　　日（午前・午後）
　　※子宮けいがん検診は午後のみの実施となります

11月27日（月）締切 ※先着順ではありません

または

▶
コ
ピ
ー
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い

申込期間・申込方法・申込先

■申込期間
11 月 27 日（月）まで（必着）
※検診を申し込みされた人には 12 月中旬ごろに、ご案内をお送りします

■申込方法
❶下記の集団健診申込用紙に必要事項を記入し、次の①②いずれかの方法でお申し込みください。

①はがきや封筒により下記へ郵送で申し込む
②健康づくり課窓口（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）で申し込む

❷インターネットで申し込む（下記ＱＲコードを読み取ることで、申し込み画面にアクセスすることができます）
※電話やファクシミリによる申し込みはできません
※希望日時が申込者多数の場合、ご希望以外の日時でご案内することがあります。ご了承ください

■申込先
❶〒 300ー0331　阿見町阿見 4671ー1 健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）
❷h t t ps : / / s -kan tan . com/ town-am i - i ba rak i - u /o f f e r /o f f e r L i s t _de ta i l .
action?tempSeq=6093

申込用ＱＲコード

▲



広報あみ11月号通常版　2017.10.27　22

阿見町の死因第 1位は悪性新生物（がん）、第 2位心疾患、第 3位脳血管疾患となっています。
また、阿見町国民健康保険被保険者の医療費内訳の上位を占める疾患は、高血圧、糖尿病です。
これらは生活習慣の乱れからくる生活習慣病と呼ばれています（糖尿病の場合、生活習慣と

関連があるのは 2型糖尿病です）。
生活習慣病にならないためには、まず生活習慣を見直すことが大切です。
誰もがすぐに取り組める健康づくりの 5項目を「あいことば」として、町民みんなで声を掛

け合い、健康的な生活習慣に取り組みましょう！

健康　あみ　５つのあいことば
～5つのあいことばで元気アップ！！～
わたしが、家族が、みんなが、取り組む健康づくり

健康あみ 5 つのあいことば

阿見町・茨城県・全国の死因

第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位

阿見町 悪性新生物（がん） 心疾患 				脳血管疾患 　肺炎

茨城県
悪性新生物（がん） 心疾患 				肺炎 　	脳血管疾患

全国

※厚生労働省：平成 27年人口動態統計月報年計（概数）の概況より

※『健康あみ 5つのあいことば』について、より詳しい情報が町ホームページ
（http://www.town.ami.lg.jp/0000004165.html）に掲載されています。ぜひご覧ください

町ホームページＱＲコード

▲

ご家族・ご近所・友達へどんどん広げていきましょう！！
 町民の皆さんに元気が届きますように・・・

健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）☎888ー2940

自分の健康は自分で守る

1. 毎日体重をはかろう

2. 減塩しよう
だしを効かせたり、香辛料を使うと塩分控えめでおいしいです

3. 毎日両手いっぱいの野菜（350ｇ）を食べよう

4. 今より 10 分でも多く体を動かそう

5. 禁煙しよう

4. 今より 10 分でも多く体を動かそう

多くの人が塩分を取り過ぎています
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館　☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

無料開館日（茨城県民の日）

茨城県民の日に合わせて、予科練平和記念館を無料開館いたします。
茨城県民の日は、郷土の歴史を知り、自治の意識を高め、私たちのより豊かな生活と県の躍進を願う日とし

て、昭和 43(1968) 年に、県の条例により定められました。
これを機に予科練平和記念館にお越しいただき、当時のことを知る機会としていただければ幸いです。

▼期　日：11 月 13日（月）
▼時　間：午前 9時～午後 5時（入館時間は午後 4時 30分まで）

予科練平和記念館だより

収蔵資料展『日々を綴れば』開催

第 4回目の収蔵資料展を開催いたします。今回は、ご寄贈いただいた資料の中から阿
見町（当時：阿見村）出身の予科練習生、木村孝正さんの日記を展示します。
昭和 17(1942) 年の土浦海軍航空隊で訓練する木村さんの 2か月分の日記を抜き出し

てパネル展示します。予科練習生の日々を日記からご覧ください。
▼期　日：12 月 3日（日）まで
　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休館
▼時　間：午前 9時～午後 5時（入館は 4時 30分まで）
▼場　所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼観覧料：常設展チケットでご覧いただけます

▲木村孝正さん

予科練平和記念館『年間パスポート』の販売

予科練平和記念館の観覧券に「年間パスポート」が追加されました。ご購入いた
だいて窓口でご提示いただければ、１年間何度でも予科練平和記念館をご見学い
ただけます。
▼価　格：▽大人：1,500 円　▽小人：900 円
▼有効期間：購入日から 1年間
▼その他：特別展など観覧料金が変更される場合があります。詳しくは、予科練

平和記念館に直接ご確認ください

年間パスポート ( 縦 5.4cm ×横 8.6cm、上段：表面、下段：裏面 ) ▶

◎学芸員のつぶやき
今回は、予科練出身のパイロットも多く乗艦していた空母（航空母艦）の名前のお話です。空母という船

を簡単に説明すれば、海上を移動できる飛行場です。戦艦や駆逐艦のように、船そのものが戦うのではなく
基地のような役割を果たします。
日本海軍では、空母の名前をつけるときには、「鳥」や「龍」など空を飛ぶものから名づけられました。

日本最初の空母の名前は「鳳翔」で、「鳳凰」が「翔ぶ」というものです。ただ初期から例外もありまして、
真珠湾攻撃にも参加した空母「赤城」と「加賀」は戦艦予定の船を改装したため「山の名前」「旧国名」のま
まになっています。また太平洋戦争後期には日本の山から名前がとられるようになりました。
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ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■『
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
体
幹
遊
び

教
室
﹄
開
催

7
月
22
日
、中
央
公
民
館
で「
マ

ナ
ー
キ
ッ
ズ
体
幹
遊
び
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
さ
ん
が
、
運

動
・
挨
拶
・
知
性
の
要
素
を
組
み
合

わ
せ
た
色
々
な
体
幹
遊
び
を
紹
介

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
16
人
の
子
ど
も
た
ち

は
、
体
幹
遊
び
を
と
お
し
て
、
挨

拶
の
大
切
さ
や
美
し
い
姿
勢
を
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。

■『
常
磐
線
利
用
促
進
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹄
実
施

8
月
3
日
、
県
常
磐
線
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
の
主
催
に
よ

り
、
県
内
一
斉
に
常
磐
線
利
用

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、

午
前
6
時
50
分
か
ら
荒
川
沖
駅

前
に
お
い
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
現
在
運
行

し
て
い
る
上
野
東
京
ラ
イ
ン
の

東
京
駅
・
品
川
駅
へ
の
乗
り
入
れ

本
数
の
更
な
る
増
加
を
目
指
し
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

■
『
あ
み
大
好
き
就
活
フ
ェ
ア
﹄

開
催

7
月
18
日
、
総
合
保
健
福
祉

会
館
『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
に

お
い
て
、
町
へ
の
若
者
の
定
住

促
進
・
町
民
の
雇
用
促
進
・
町
内

企
業
の
人
材
確
保
に
対
応
す
る

た
め
『
あ
み
大
好
き
就
活
フ
ェ
ア

2
0
1
7
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
今
年
で
5
回
目
、

町
と
茨
城
労
働
局
で
雇
用
対
策

協
定
を
締
結
後
は
初
の
開
催
事

業
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
町
内
に
事
業
所
を
有
す

る
23
社
が
参
加
し
、
1
0
9
人
の

就
職
活
動
中
の
学
生
や
一
般
求
職

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
積
極
的
に
企
業
ブ
ー
ス
を

訪
れ
人
事
担
当
者
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

■
町
内
の
中
学
生
が
『
平
和

記
念
式
典
﹄
に
参
加

8
月
8
日
、
町
内
の
各
中
学
校

か
ら
6
人
の
中
学
生
（
写
真
右
か

ら
、
竹
来
中
：
小
川
華
奈
さ
ん
・
長

峰
希
さ
ん
、
朝
日
中
：
小
川
由
妃

さ
ん・玉
井
響
香
さ
ん
、
阿
見
中
：

遠
藤
慎
弥
さ
ん
・
工
藤
真
汐
さ
ん
）

と
引
率
の
阿
見
中
：
飯
村
文
人
先

生
が
、
広
島
市
で
行
わ
れ
た
平
和

記
念
式
典（
8
月
6
日
開
催
）に
参

加
し
、
町
長
へ
の
活
動
報
告
の
た

め
来
庁
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命

の
大
切
さ
、
平
和
な
社
会
を
築
く

人
材
の
育
成
を
重
要
と
捉
え
、
平

成
21
年
度
か
ら
平
和
記
念
式
典
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
61
年
に
は『
阿
見
町
非
核

平
和
都
市
宣
言
』を
し
て
い
ま
す
。

まちのできごと
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▼
対
象 

当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入

会
承
認
制
）

s（
公
社
）町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

▼
期
日	

11
月
29
日（
水
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所	

県
立
霞
个
浦
聾
学
校
（
阿

見
町
上
長
）

▼
内
容	

▼
授
業
公
開
▼
難
聴
疑
似

体
験
▼
講
演
会
▼
個
別
相
談

▼
申
込
方
法	

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
申
込
期
間	

11
月
15
日（
水
）ま
で

s
県
立
霞
个
浦
聾
学
校
☎
8
8
9
ー

1
5
5
5
x
8
8
9
ー

2
4
1
3

�koho@
kasum

igaura-sd.ibk.ed.jp
phttp://w

w
w

.kasum
igaura-sd.

ibk.ed.jp
茨
城
大
学
農
学
部
に
お
い
て
、
大

学
の
農
場
で
作
っ
た
小
麦
「
ゆ
め
か

お
り
」
を
使
っ
た
パ
ン
作
り
体
験
を

実
施
し
ま
す
。

小
学
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日 

11
月
26
日（
日
）

▼
時
間 

❶
午
前
9
時
か
ら
❷
午
後

s
舟
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
8
4
0
ー

2
7
6
1

▼
勤
務
期
間	

平
成
30
年
1
月
4
日

（
木
）〜
3
月
30
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
月
〜
金
曜
日
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
7
時
間
45
分
勤
務
）　

※
祝
日
を

除
く

▼
勤
務
内
容	

収
納
事
務
の
補
助

（
収
納
資
料
の
整
理
・
入
力
・
電
話

応
対
な
ど
）

▼
時
給 
8
3
0
円

▼
募
集
人
数	
1
人

▼
応
募
条
件	
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
等
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る

▼
応
募
期
間	

11
月
17
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
応
募
方
法	

履
歴
書
（
3
か
月
以

内
撮
影
の
写
真
貼
付
）
を
直
接
左

記
に
提
出
す
る　

※
郵
送
不
可

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

s
収
納
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
4
8
）

▼
期
日 

11
月
7
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
総
合
保
健
福
祉
会
館『
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
』別
館
）

収
納
課
臨
時
職
員
募
集

茨
城
大
学
農
学
部

『
パ
ン
作
り
体
験
』
参
加
者
募
集

県
立
霞
个
浦
聾ろ

う

学
校

『
学
校
公
開
』

1
時
か
ら

▼
場
所 

茨
城
大
学
農
学
部
附
属

F
S
セ
ン
タ
ー

▼
内
容 

パ
ン
作
り

▼
対
象 

小
学
3
年
生
以
上
と
そ
の

保
護
者

▼
募
集
人
数	

❶
❷
と
も
に
14
人

（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料 

1
人
3
0
0
円

▼
申
込
期
間 

11
月
19
日（
日
）ま
で

▼
申
込
方
法 

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
し
込
む
か
、
左
記
へ
メ
ー
ル

で
申
し
込
む

s
茨
城
大
学
農
学
部
附
属
Ｆ
Ｓ
セ

ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

8
7
0
2

phttp://farm
1.agr.ibaraki.

ac.jp/m
4-2.htm

l

�fsc-m
ousikom

i@
m

l.ibaraki.ac.jp

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
を『
税
を
考
え
る
週
間
』

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）内
で
は
、

『
く
ら
し
を
支
え
る
税
』
を
テ
ー
マ

に
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

▼
国
税
庁
の
取
組
▼
調
査
・
徴
収
等

の
業
務
▼
国
税
庁
の
1
年
間
の
活

動
ー
等
に
つ
い
て
統
計
資
料
な
ど

を
交
え
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

s
竜
ケ
崎
税
務
署
総
務
課

☎
0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

11
月
11
日
～
17
日
は

『
税
を
考
え
る
週
間
』
で
す

▼
期
日	

平
成
30
年
1
月
7
日（
日
）

▼
時
間	

▼
受
付
：
午
前
9
時
15
分

か
ら
▼
式
典
：
10
時
か
ら　

※
式

典
終
了
後
、
記
念
写
真
撮
影

▼
場
所	

町
民
体
育
館

▼
対
象	

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平
成
10
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

▼
そ
の
他 

平
成
29
年
11
月
1
日

現
在
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
に
は
12
月
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
町
外
に
お
住
ま
い

の
参
加
希
望
者
は
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

s
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

音
楽
で
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

▼
期
日 

12
月
10
日（
日
）

▼
時
間	

午
後
0
時
30
分
か
ら
（
開

場
：
正
午
）

▼
場
所 

舟
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者 

渡
辺
大
輔
ス
ペ
シ
ャ
ル

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
ケ
ー
ナ
ほ
か
）

▼
そ
の
他 

入
場
料
無
料
・
申
込
不

要（
当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

第
70
回
町
成
人
式
典
開
催

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

『
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
』

開
催
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実
施
前
の
計
画
段
階
で
数
値
目
標

を
設
定
し
、
事
業
完
了
後
に
目
標

達
成
を
確
認
す
る
た
め
の
事
後
評

価
を
行
い
、
そ
の
事
後
評
価
の
原

案
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
事
後
評
価
原
案
を
左
記
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

▼
公
表
期
間	

11
月
10
日（
金
）〜

24
日（
金
）　

※
役
場
窓
口
で
の
公

表
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
公
表
方
法 

都
市
計
画
課
窓
口
で

の
公
表
お
よ
び
都
市
計
画
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tow
n.

am
i.lg/jp/soshiki/21-1-0-0-0_1.

htm
l

）
に
掲
載

▼
意
見
の
提
出 

11
月
10
日（
金
）

ま
で
に
、
左
記
へ
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出

s
都
市
計
画
課
〒
3
0
0
ー

0
3
9
2
阿
見
町
中
央
1
ー

1
ー

1

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
3
2
）

�toshikeikakuka-ofc@
tow

n.
am

i.lg.jp

▼
期
日 

12
月
2
日（
土
）・
9
日（
土
）

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

▼
場
所 

ク
リ
エ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
教
室

（
水
戸
市
北
見
町
）

▼
対
象 

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
お

よ
び
寡
婦
で
2
日
間
必
ず
出
席
で

町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
18
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
当

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
講
座
・

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、
職
員
と
一
緒
に

保
育
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
た
だ
く

「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
・
実
施
日
時
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

※
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所 

町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
中
郷
保
育
所
敷
地
内
）

s
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
8
9
1
ー

2
7
7
2

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
に
か
け
て
「
社
会
資
本
総

合
交
付
金
」
を
活
用
し
、
阿
見
東

I
C
の
周
辺
開
発
と
し
て
計
画
さ

れ
た
「
阿
見
吉
原
土
地
区
画
整
理

事
業
」
を
中
心
と
し
た
新
市
街
地

約
4
7
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

当
交
付
金
の
活
用
に
は
、
事
業

き
る
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
ま
た
は
そ

れ
以
上
の
人

▼
内
容 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
講
習

▼
参
加
料 

1
0
0
0
円（
教
材
費
）

▼
募
集
人
数 

15
人
程
度
（
定
員
で

締
切
）

▼
申
込
方
法 

電
話
で
左
記
へ
申
し

込
む

▼
申
込
期
間 

11
月
10
日（
金
）〜

24
日（
金
）

▼
そ
の
他 

託
児
サ
ー
ビ
ス（
2
歳

以
上
・
要
予
約
）・
無
料
駐
車
場
あ
り

s
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
0
2
9
ー

2
3
3
ー

2
3
5
5

�shienboshi@
ibaboren.or.jp

大
学
生
等
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
に『
父
母
向
け
就
活
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
ま
す
。
就
活
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
ご
家
族
の
支
援
の
あ
り
方

等
、
現
在
の
就
活
状
況
を
講
師
が
詳

し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

詳
細
は
▼
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職

応
援
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
ibaraki-uij.jp

）
▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

shokorodo/rosei/rodo/index.
htm

l#topics

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
日 

11
月
11
日（
土
）

▼
時
間 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
（
受
付
：
1
時
15
分
）

▼
場
所 

県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町
ウ
ラ
ラ
ビ

『
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
講
習
会
』
参
加
者
募
集

阿
見
東
部
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
「
事
後
評
価
原
案
」
の
公
表

ル
5
階
）

▼
そ
の
他 

参
加
無
料
・
予
約
不
要

（
当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

s
県
商
工
労
働
観
光
部
労
働
政
策

課
雇
用
促
進
対
策
室
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
6
4
5

▼
内
容	

『
噛
ミ
ン
グ
30　

一
口

30
回
噛
も
う
！　

噛
む
回
数
が

増
え
る
メ
ニ
ュ
ー
』

▼
入
賞	

噛
む
か
む
レ
シ
ピ
賞
12
人

※
入
賞
者
は
平
成
30
年
2
月
25
日

（
日
）に
歯
科
医
学
会
で
表
彰
し
、

商
品
券
等
（
高
校
生
以
下
は
図
書

券
）
を
贈
呈

▼
申
込
資
格 

県
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
間	

11
月
8
日（
水
）〜
平

成
30
年
1
月
11
日（
木
）必
着

▼
申
込
方
法	

県
歯
科
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他	

応
募
の
際
は
、
今
年

度
の
テ
ー
マ
食
材
の
『
小
松
菜
』

を
使
い
、
他
の
食
材
も
で
き
る

だ
け
県
内
の
食
材
を
活
用
す
る

※
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

s
〒
3
1
0
ー

0
9
1
1
水
戸
市
見

和
2
ー

2
9
2
ー

1
県
歯
科
医
師
会

☎
0
2
9
ー

2
5
2
ー

2
5
6
1

�office@
ibasikai.or.jp

phttp://w
w

w
.ibasikai.or.jp/

『
噛
む
噛
む
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
』
参
加
者
募
集

町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集

『
保
護
者
向
け
就
活
セ
ミ
ナ
ー
』

開
催
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❷
育
児
・
介
護
休
業
者
生
活
支
援

県
内
に
お
住
ま
い
で
育
児
休
業
・

介
護
休
業
中
の
勤
労
者
に
、
休
業
中

の
日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す
。

▼
融
資
額 

1
0
0
万
円
ま
で
（
休

業
1
月
あ
た
り
限
度
額
10
万
円
）

▼
金
利 

年
1.5
%
（
別
途
保
証
料
：

年
0.7
%
）

▼
対
象 

県
内
に
1
年
以
上
継
続
し

て
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

（
前
年
税
込
年
収
1
5
0
万
円
以

上
）
で
育
児
休
業
・
介
護
休
業
を

取
得
す
る
人

●
申
込
方
法	

県
内
の
中
央
労
働
金

庫
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
そ
の
他	

詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

s
県
労
働
政
策
課
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
6
3
5

財
務
省
関
東
財
務
局
で
は
、
多
重

債
務
・
電
子
マ
ネ
ー
の
架
空
請
求
・
悪

質
な
業
者
に
よ
る
詐
欺
的
な
投
資
勧

誘
等
に
関
し
て
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
各
種
の
無
料
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間	

❶
午
前
8
時
30
分
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

❷
午
前
8
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

1
時
〜
5
時
❸
午
前
9
時
〜
午
後

5
時

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
『
気
に
な
る

こ
と
』
や
『
心
配
な
こ
と
』
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

未
就
学
の
お
子
さ
ん

の
発
達
に
つ
い
て
の
不
安
や
関
わ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
心
理
相
談
員
・

保
健
師
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

親
子
相
談
ル
ー
ム
『
く
れ
よ
ん
』

は
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所 

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

s
健
康
づ
く
り
課
（
総
合
保
健
福
祉

会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
0

11
月
25
日
か
ら
12
月
1
日
ま
で
の

1
週
間
は『
犯
罪
被
害
者
週
間
』で
す
。

誰
も
が
突
然
、
事
件
や
事
故
な
ど

に
あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害

に
あ
わ
れ
た
際
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
相
談
窓
口
や
最
寄
り
の
警
察
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
人
や
ご
家
族
が

回
復
す
る
た
め
に
は
周
囲
の
人
た
ち

の
理
解
・
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s
▼
牛
久
警
察
署
☎
8
7
1
ー

0
1
1
0
▼
県
警
性
犯
罪
被
害
相

談
『
勇
気
の
電
話
』
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

0
2
7
8

▼
期
日	

11
月
25
日（
土
）

▼
時
間 

午
前
10
時
〜
11
時
40
分

（
受
付
：
9
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』2
階
大
会
議
室

▼
内
容	

講
演
『
知
っ
て
安
心
！

介
護
予
防
』

▼
講
師	

藤
田
好
彦
氏
（
県
立
医
療

大
学
作
業
療
法
学
科
講
師
）

▼
申
込
期
間 

11
月
22
日（
水
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
参
加
料 

無
料

▼
申
込
方
法 

電
話
ま
た
は
直
接

左
記
に
申
し
込
む

s
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
総

合
保
健
福
祉
会
館
内
）
☎
8
8
7

ー

8
1
2
4

❶
勤
労
者
緊
急
生
活
支
援

県
内
に
お
住
ま
い
ま
た
は
勤
務
す

る
人
が
、
結
婚
な
ど
の
冠
婚
葬
祭
・

病
気
に
よ
る
入
院
・
子
ど
も
の
学
校

へ
の
入
学
・
災
害
や
事
故
・
転
居
等
に

よ
り
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必
要
に
な

っ
た
時
に
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

▼
融
資
額 

1
0
0
万
円
ま
で

▼
金
利 

年
1.7
%
（
別
途
保
証
料
：

年
0.7
%
）

▼
対
象 

県
内
に
1
年
以
上
継
続

し
て
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
（
前
年
税
込
年
収
1
5
0
万

円
以
上
）

親
子
相
談
ル
ー
ム『
く
れ
よ
ん
』

地
域
ケ
ア
研
修
会
開
催

財
務
省
関
東
財
務
局

『
多
重
債
務
等
の
相
談
窓
口
』

各
種
融
資
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
❶
～
❷

11
月
25
日
～
12
月
1
日
は

『
犯
罪
者
被
害
者
週
間
』
で
す

s
❶
多
重
債
務
相
談
（
借
金
返
済
・

高
金
利
貸
付
・
悪
質
取
立
て
）

☎
0
2
9
ー

2
2
1
ー

3
1
9
0

❷
電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
相
談
（
架
空

請
求
・
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
）

☎
0
2
9
ー

2
2
1
ー

3
1
9
5

❸
投
資
勧
誘
相
談
（
未
公
開
株
・

社
債
・
フ
ァ
ン
ド
）
☎
0
4
8
ー

6
1
3
ー

3
9
5
2

ふ
だ
ん
歯
医
者
さ
ん
に
聞
け
な

い
、
歯
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
を
お

答
え
し
ま
す
。

▼
期
日	

11
月
12
日（
日
）

▼
時
間 

午
後
2
時
〜
5
時

▼
電
話
番
号 

☎
8
2
3
ー

7
9
3
0

▼
回
答
者 

歯
科
医
師

▼
相
談
内
容 

入
れ
歯
・
お
子
さ
ん

の
歯
の
悩
み
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
・

口
臭
・
矯
正
・
歯
周
病
等
、
歯
に

関
す
る
悩
み
を
受
け
付
け
ま
す

s
県
保
険
医
協
会
☎
8
2
3
ー

7
9
3
0

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
〜
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 

11
月
14
日（
火
）〜
16
日

（
木
）、
日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内

（
各
機
2
時
間
基
準
）

s
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
个
浦

校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

歯
の
な
ん
で
も
電
話
相
談

開
催
（
無
料
）

陸
上
自
衛
隊
霞
个
浦
飛
行
場

『
夜
間
飛
行
訓
練
』
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12 月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階情報広報
課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあいセ
ンター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●
▽ 10月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の

フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887ー6600

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 160件（1,534）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 96件（ 987）
交通事故 20件（ 171）
一般負傷 21件（ 184）
そ の 他 23件（ 192）
合　　計 160件（1,534）

11 月の納税等
国民健康保険税（5期）
後期高齢者医療保険料（5期）

納期限 11 月 30 日（木）

12 月の納税等
固定資産税（3期）
国民健康保険税（6期）
後期高齢者医療保険料（6期）
介護保険料（5期）
納期限 12 月 25 日（月）

救急車出動状況 9 月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,415 人 ( ＋ 21）
●男　性　23,472 人 ( ＋ 15）
●女　性　23,943 人 ( ＋ 6）
●世帯数　19,240 世帯 ( ＋ 35）

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記QRコ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲ＱＲコード

0120-131-813

行政相談
日　　時	 11 月 2日（木）　午前 10時～午後 3時
場　　所	 役場 3階 302会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所 中郷保育所内
訪問相談 随時受付
問い合わせ 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時 火～金曜日 午前 9時～午後 3時
場　　所 図書館となり
問い合わせ 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談 月1回午後1時～3時30分（毎週水曜日の心

配ごと相談にて要予約）
場　　所 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時 月～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 15分
場　　所 町社会福祉協議会内
問い合わせ 	町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月～金曜日　午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ－
問い合わせ	 町消費生活センタ－☎ 888ー1871
交通事故相談
日　　時 月～金曜日、午前 9時～正午、午後 1時～

4時 45分
弁護士相談 水曜日　午後 1時～ 4時［要予約］
場　　所 県土浦合同庁舎
問い合わせ 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123


